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◎第４１回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第４６回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日 2002年 6月 26日(水)～28日(金) 

 会 場 美唄山・樺戸山地 

 当番校 北海道美唄工業高等学校 

 協力校 北海道岩見沢東高等学校 

 成 績 男子 第１位 北海道札幌工業高等学校 

        第２位 北海道旭川東高等学校 

        第３位 北海道江別高等学校 

     女子 第１位 北海道北見北斗高等学校 

        第２位 北海道旭川東高等学校 

        第３位 北海道八雲高等学校 

  登山１日目は樺戸山地。標高は１０００ｍ前後と、

決して高くないものの、日本海側からの冬の厳しい季

節風に叩かれるためであろう、樹林限界は極めて低く、

積雪期に山スキーツアーでも計画すればコンパクト

で快適な山旅ができそうだ、などと思いつつ深い谷を

覗き込みながらの高度感のある尾根歩きを楽しんだ。

見事に晴れ上がった空の下、今回のコース中最高峰の

ピンネシリ山頂からは、噴煙立ち上る十勝岳はもちろ

ん、遙か遠くまで私たちの知る主だった道内の山々が

ひとつひとつ確認できた。 

 日射がきつく、気温がぐんぐん上がり、風もあまり

なかったせいか、体力を消耗して本隊から離脱した男

子３パーティ、女子１パーティがリタイア扱いとなっ

たのが残念であった。 

 ２日目は沢歩き。標高１０００ｍ足らずの美唄山を

目指しての登高である。大勢でぞろぞろと歩くには沢

の規模が小さすぎで少々窮屈な感は否めないが、小滝

群が連続して小気味好いルート。沢歩きの醍醐味を楽

しむとまではいかないまでも、沢歩き初体験の高校生

たちにも貴重な体験だったと思われる。稜線に上がる

手前、最後の若干の藪こぎもまたよい経験。 

 審査委員会では、細かい各点で技術の向上・知識の

習得などが求められるという指摘がなされる一方、全

体として参加生徒は炎天下長時間よく歩いたことが

高く評価された。また、今回全道大会に初参加した学

校を迎えたことも、大会参加校が固定化されその数も

目減りしつつある現在、喜ばしいこととして話題にの

ぼった。 

 さて、登山という行為の原点は、自由で楽しいとい

う感覚にある。登山している当事者自身が楽しくてお

もしろいと感じることが原点にないならば、豊かな肉

体的・精神的・知的行為としての登山は成り立つま

い。そういう原点を私たちは見失いたくない。大会初

日の講演は、聞いていた高校生にたっぷり元気を吹き

込んでくれた。講演者は２年前世界最高峰チョモラン

マに登頂した道内初の女性高橋留智亜さん。演題はズ

バリ「楽しい登山はやめられない」高校生諸君が今後

も彼らのスタイルで高級な「遊び」としての登山を末

永く楽しんでいってくれることを願いながら、大会の

全日程を終了した。 

文責 審査委員長 宮井浩典（小樽潮陵高等学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲沢をゆく高校生たち 

 

専 門 部 長 宮 下  勤         

専門委員長 中 森  司         

〒040-0012 北海道函館市時任町 11-3 

北海道函館中部高等学校 

TEL 0138-52-0303 

FAX 0138-52-0305 
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◎専門部から 

＜第１回道高体連登山専門委員会＞ 

日 時 平成１４年５月１０日 

場 所 函館中部高等学校 

議 題 ①平成１４年度北海道登山大会要項の審議 

②審査基準の確認 

③大会実行委員の決定 

④安全対策委員会の規約審議 

⑤その他報告 

※翌日に千軒岳を会場に技術交流会を実施 

 

＜第２回道高体連登山専門委員会＞ 

日 時 平成１４年６月２５日 

場 所 美唄工業高等学校 

議 題 ①平成１４年度北海道登山大会の確認 

②審査基準の再確認 

③審査員打合せ 

 

＜第３回道高体連登山専門委員会＞ 

日時 平成１５年２月（予定） 

 

 高知国体から、少年の部にスポーツクライミングが

正式種目として認められ、本道からも高校生が参加し

ました。また、ジュニアオリンピックカップ大会やア

ジアユース大会予選など全国規模の大会も開催され

ています。道内でも高校生の参加できるクライミング

コンペが年４回実施されており、それぞれの大会に 20

～80名位が参加しています。これらの動きに対応して

登山専門部も一昨年から研修会を行って指導者の育

成、選手強化を図っています。今年度も１１月９・１

０日に美唄工業高等学校体育館のクライミングボー

ドを使って顧問、生徒の研修会を行いました。 

 

 

安全対策委員会規約 

北海道高等学校登山専門部 

第１章 総 則 

第１条 この規約は、北海道高等学校登山専門部が行

う登山大会の安全対策に関して、必要事項を定

めることを目的とする。 

第２条 この委員会は、登山経験豊かな地域山岳連盟

役員、及び登山専門部役員と当番校代表者がこ

れを構成する。 

 

第２章 役員と任務 

第３条 本会に次の役員を置く。 

１．委員長（１名） 

２．副委員長（１名） 

３．安全対策委員（若干名） 

第４条 役員の任務は次の通りである。 

１．委員長は本会を代表し、安全対策委員会の業

務を統轄運営し、決定事項を審査委員長に伝え、

登山大会の安全に寄与する。 

２．副委員長は委員長を補佐し、委員長と共に登

山大会の安全に寄与する。 

３．安全対策委員は登山大会コースを熟知し、大

会が安全に行えるよう審査委員長に意見を具

申する。 

 

第３章 会 議 

第５条 安全対策委員会は大会初日に行い、安全対策

及び荒天対策について協議する。 

第６条 天候の急変など事故が予想されるときは臨

時委員会を開催し、審査委員長に意見を伝える。 

 

第４章 任 期 

第７条 安全対策委員会の任期は、大会のために委嘱

された日から大会最終日までとする。 

 

第５章 会 計 

第８条 委嘱した安全対策委員会の必要経費は、北海

道高等学校登山専門部及び当番校が負担する。 

 

この規約は平成１４年６月２５日から施行する。 

 

来年度より２年間、函館ラ・サール高等学校が事務

局を担当しますので、よろしくお願い致します。 

 

専門部副部長兼専門委員長 中森 司 
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◎第 54回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第 59回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日  平成 27年 6月 23日（火）～26日（金） 

  当番校  北海道札幌西高等学校 

  参加校 男子 14校 女子 11校 

 成 績 男子 最優秀 旭川東高等学校 

                優 秀 帯広柏葉高等学校 

                優 秀 札幌南高等学校 

          女子 最優秀 旭川東高等学校 

                優 秀 札幌南高等学校 

                優 秀 釧路湖陵高等学校   

 

インターハイの登山競技は、4 人で 1 パーティを組

み、安全登山に必要な体力、技術そして山の知識を競

う。 

  今年は、男子 14パーティ、女子 11パーティ、計 100

名が参加し、過去 10 年でみると最も多いものとなっ

た。会場地は、いずれも支笏洞爺国立公園に属する風

不死岳、樽前山、羊蹄山である。 

 全道大会では、開会式の後、始めに登山の基礎知識、

救急法や気象に関する知識、会場地の山域に関するペ

ーパーテストが行われる。その後、講演を挟んで天気

図作成の審査があり、2日目から登山行動に入る。 

 登山行動では体力・歩行技術はもちろん、山中での

地形と地図を読む力や植物等の知識、行動記録、安全

登山に必要な装備や服装も審査の対象となる。登山が

終了し幕営地に戻るとテントの設営や炊事の審査が

ある。安全に山に登る知識と技術、パーティシップ・

マナーを含め、登山に関する全てが盛り込まれた競技

となっている。 

 今年の大会を振り返ると、登山行動初日の風不死岳

から樽前山の縦走時は曇り、2 日目の羊蹄山は小雨が

降るなど天候には恵まれなかったが、選手たちは登山

中だけでなく、幕営地や開閉式会場を含め大変よく動

き、全体的にすばらしい大会となった。 

 体力審査では、男子はかなり速いペースで歩いたに

も関わらず、上位パーティは甲乙付けがたく大きな差

は出なかった。女子についても特に悪天下の羊蹄山は

かなりハードなコースであったが、 

全てのパーティがリタイアせずに歩ききったことは

大変評価できる。一方、技術面では男女ともに下りの

歩行技術でやや差が見られた。 

 全項目合わせて 100点満点で順位を付けるが、男子

上位 5校は本当に僅差で 1位と 5位の差もわずか 2点

しかない。どこが勝ってもおかしくない状況だった。

そして男子 14 パーティの内 11 パーティまでが 80 点

以上というハイレベルの戦いだった。女子は体力歩行

で差がついたが、トレーニングをしっかり積んだパー

ティでなければ女子にはきついコースだったかもし

れない。（文責 登山専門委員長 山納 秀俊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風不死岳の登山行動 

 

 

専 門 部 長    湯  田  恭  丈  

専 門 委 員 長   山  納  秀  俊  

〒 047 -0002  小 樽 市 潮 見 台 2 丁 目 1 -1  

             北 海 道 小 樽 潮 陵 高 等 学 校  

                Ｔ Ｅ Ｌ  0134－ 2 2－ 0754 

                Ｆ Ａ Ｘ  0134－ 2 2－ 5954 
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◎第５５回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第６０回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日  平成 28年 6月 21日（火）～24日（金） 

  当番校  遺愛女子高等学校 

  参加校 男子 14校 女子 13校 

 成 績 男子 最優秀 旭川東高等学校 

                優 秀 釧路湖陵高等学校 

                優 秀 帯広柏葉高等学校 

          女子 最優秀 旭川東高等学校 

                優 秀 札幌南高等学校 

                優 秀 小樽潮陵高等学校 

 

インターハイの登山競技は、4 人で 1 パーティを組

み、安全登山に必要な体力、技術そして山の知識を競

う。今年は、男子 14パーティ、女子 13パーティ、計

108名が参加し、過去 10年間で最も多かった昨年のパ

ーティ数をさらに 2パーティ上回るものとなった。高

体連登山部加盟校数は減少傾向にあるものの各校の

女子部員が増え、チームを組める学校が増えてきたお

かげである。 

 全道大会では、開会式の後、始めに登山の基礎知識、

救急法や気象に関する知識、会場地の山域に関するペ

ーパーテストが行われる。その後、講演を挟んで天気

図作成の審査があり、2日目から登山行動に入る。 

 登山行動では体力・歩行技術はもちろん、山中での

地形と地図を読む力や植物等の知識、行動記録、安全

登山に必要な装備や服装も審査の対象となる。登山が

終了し幕営地に戻るとテントの設営や炊事の審査が

ある。安全に山に登る知識と技術、パーティシップ・

マナーを含め、登山に関する全てが盛り込まれた競技

となっている。 

 道南の狩場山と長万部岳を会場として開催された

今年の全道大会を振り返ると、登山行動初日の長万部

岳登山中の天候は晴れ、2 日目の狩場山はガスが立ち

こめ眺望には恵まれなかったものの暑くもなく寒く

もなくまずまずのコンディションであった。選手たち

も、登山中のみならず幕営地や開閉式会場を含め大変

しっかり行動し、全体的にすばらしい大会となった。 

 体力審査では、男子はかなり速いペースで歩いたに

も関わらず、上位パーティは甲乙付けがたく大きな差

は出なかった。女子についは 3 校が途中リタイアし、

上位と下位の差が大きく出た。 

 全項目合わせて 100点満点で順位を付けるが、男子

上位 5校は本当に僅差で 1位と 5位の差もわずか 2点

しかない。どこが勝ってもおかしくない状況だった。

そして男子 14 パーティの内 11 パーティまでが 80 点

以上というハイレベルの戦いだった。女子は体力歩行

で差がついたが、トレーニングをしっかり積んだパー

ティでなければ女子にはきついコースだったかもし

れない。 

（文責 登山専門委員長 山納 秀俊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長万部岳を背景に記念撮影 

 

 

専 門 部 長    湯  田  恭  丈  

専 門 委 員 長   山  納  秀  俊  

〒 047 -0002  小 樽 市 潮 見 台 2 丁 目 1 -1  

             北 海 道 小 樽 潮 陵 高 等 学 校  

                Ｔ Ｅ Ｌ  0134－ 2 2－ 0754 

                Ｆ Ａ Ｘ  0134－ 2 2－ 5954 
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◎第５6回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第６1回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日 平成 29年６月 20日(火)～23日(金) 

  会 場 カムイヌプリ～鷲別岳(室蘭岳) 

          来馬岳～オロフレ山 

  当番校 北海道室蘭栄高等学校 

 参加校 男子 13校 女子 12校  

  参加人数 100名 

  成 績 男子 最優秀 釧路湖陵高等学校  

                優 秀  旭川東高等学校 

                優 秀 帯広農業高等学校 

          女子 最優秀 旭川東高等学校 

                優 秀 釧路湖陵高等学校 

                優 秀 室蘭栄高等学校 

平成 29 年度の活動は、大変慌ただしい状況から始

まった。３月末に雪崩事故が発生し、その影響が北海

道高等学校における登山活動にも少なからずみられ

たと感じる。誰もが大きく活動の制約を受けるのでは

ないかと不安な状況ではあったが、各支部とも「安全

登山」を心掛け、支部大会実施に至った。その中で勝

ち進んだ男子 13、女子 12、計 25パーティが全道大会

にのぞむこととなった。今年度の全道大会は、道央の

室蘭を舞台に４日間の日程で実施された。 

大会初日、14時から開会式が行われ、その後ペーパ

ーテストさらに天気図審査が行われた。その中で天気

図審査は、５点満点中、全体としての平均が 3,6点で

あった。女子の得点分布では、参加校における得点の

幅が広く、ばらつきが大きくなっていた。上位入賞を

果たすためには、体力・歩行技術面もあわせて、知識

面も日常的に充分な取り組みが必要であると感じた。 

大会２日目、天候は曇りで、この日のコースはカム

イヌプリから鷲別岳（室蘭岳）のルートで実施された。

途中、カムイヌプリ頂上手前の鎖場には十分注意が必

要とされる場所もあったが、安全に終了することがで

きた。しかし途中で、一部の生徒が身体の一部分を痛

め、歩行が困難になるパーティもあった。その後宿泊

場所の室蘭山麓公園キャンプ場でテント設営審査が

行われたが、この頃から降雨・風力が激しさを増すよ

うになった。19時を過ぎた頃、さらに天候が悪化した

ため、今後の対応を当番校をはじめ関係者で協議し、

さらにキャンプ場の状況を確認した。その結果、強い

風雨による浸水の危険性や生徒の健康状態への不安

により、急遽、宿泊場所を近隣体育館内へと変更し、

生徒を移動させ、そこで睡眠をとることとした。 

大会３日目、この日は来馬岳（鉱山町コース）から

オロフレ山縦走が予定されていたが、前日の悪天候に

よりコース変更を余儀なくされた。５時 30 分、当番

校・関係者で協議し、ルートをオロフレ峠から来馬岳

の往復とし、出発時間も遅らせる決定をした。悪天候

の中の山行ではあったが、この日も無事に終了するに

至った。この４日間を通じ、再度「安全登山」を実施

する重要性を強く感じた。大会結果として、男女それ

ぞれの最優秀校が全国へのキップを握ったのであっ

た。（文責 登山専門委員長 相田 敬史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子隊、野営場着 

 

専 門 部 長    岡  田    聡  

専 門 委 員 長   相  田  敬  史  

〒 070 -0036 旭 川 市 ６ 条 通 111 丁 目  

            北 海 道 旭 川 東 高 等 学 校  

                Ｔ Ｅ Ｌ  0166-2 3- 2855 

                Ｆ Ａ Ｘ  0166-2 3- 2623 
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◎第５７回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第６２回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日 平成 30年 6月 26日(火)～29日(金) 

  会 場 上ホロカメットク山～十勝岳 

         オプタテシケ山 

  当番校 北海道旭川北高等学校 

  参加校 男子 13校 女子 11校 

          参加人数 96名 

  成 績 男子 最優秀 旭川東高等学校 

                優 秀 釧路湖陵高等学校 

                優 秀 札幌南高等学校 

     女子 最優秀 釧路湖陵高等学校 

                優 秀 旭川東高等学校 

                優 秀 北星学園女子高等学校 

 

今年度の大会会場として、５月から一時的な火山性

地震の増加や継続時間の短い火山性微動が観測され

た道北の十勝岳がコースの１つであった。全道から集

結した顧問・役員の口から「いつもより噴煙が多いね」

という声が聞かれた中での実施となった。全道大会４

日間の日程の中で、山行が行われた２日目、３日目は

天候が悪く、雨、ガス、強風に悩まされた大会となっ

た。 

２日目、起床時間の４時の時点での天候は霧雨状態

であり、山行もはじめから雨具を装着した上でのスタ

ートとなった。男子は全荷行動の日である。スタート

当初はある程度視野が効いていたが、徐々に視界範囲

が狭くなり、富良野岳との分岐を過ぎたあたりから風

も伴った天候となった。稜線歩行時は、強風によりあ

おられ、バランスを崩したり、風を避けるように低姿

勢で進む姿が見受けられた。この日の通過地点である

1893ｍの上富良野岳に到着した時点で審査委員長と

男女各隊長がコース等を確認したところ、悪天候と視

界不良とで継続歩行は危険と判断し、この地点で引き

返すこととした。こうして、この日は全ルートの半分

の歩行に終わった。時間が繰り上がったので、その後

の幕営審査も早めに実施し、ゆっくり休養する時間が

確保された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全道炊事審査 

３日目のオプタテシケ山の行程は登山開始から下

山まで９時間 30 分の時間で計画された。起床時間は

３時 30 分と早く、その後バスで山道入り口まで移動

し、女子隊６時、男子隊６時 20分発で開始された。登

りはじめは霧雨となり、風はそれほど強いものではな

かったが、美瑛富士避難小屋を過ぎコースを左に折れ

石垣山に向かう時点で強風となり、視界も不良となっ

た。途中、体調不良を訴えたパーティーもあり、男子

隊全員で山頂まで行くことはできなかった。女子隊も

石垣山まで到着したときに 11時 30分となり、この先

進めば計画していた 15時 30分までに帰着はできない

ためにここで引き返すことにした。女子隊も体調不良

者が出て、避難小屋で４パーティが休息をとっていた。

男子隊が登山口に到着したのが 16時と、予定を 30分

 

専 門 部 長    岡  田    聡  

専 門 委 員 長   相  田  敬  史  

〒 070 -0036 旭 川 市 ６ 条 通 111 丁 目  

            北 海 道 旭 川 東 高 等 学 校  

                Ｔ Ｅ Ｌ  0166-2 3- 2855 

                Ｆ Ａ Ｘ  0166-2 3- 2623 

登 山 
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ほど越えてしまった。 

登山そのものは無事終了することができたが、両日

の悪天候の中での実施で、「低体温症」等の症状にはな

りはしないかということが懸念された。「安全登山」を

実施するためには、さまざまな知識を持ち合わせなけ

ればならない。今回の大会では、今後、このような悪

天候での対応の仕方を理解する契機となり、貴重な体

験につながったのではないかと感じた。結果として、

男子 1,25 点差、女子 2.925 点差で、各優秀校が決定

し、全国大会への出場権を手にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全道閉会式 

（文責 登山専門委員長 相田 敬史） 
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◎第５８回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第６３回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日 令和元年 6月 25日(火)～28日(金) 

  会 場 雄阿寒岳・雌阿寒岳 

  当番校 北海道釧路北陽高等学校 

  参加校 男子 13校 女子 12校 

          参加人数 100名 

  成 績 男子 最優秀 帯広柏葉高等学校 

                優 秀 旭川北高等学校 

                優 秀 釧路湖陵高等学校 

     女子 最優秀 釧路湖陵高等学校 

                優 秀 旭川北高等学校 

                優 秀 旭川東高等学校 

 

今年度の大会会場は釧路市の阿寒湖温泉を開会式

会場とした、雄阿寒岳、雌阿寒岳であった。大会前週

までは天候もあまりはっきりしなかったが、，大会を

待っていたかのごとく天候は回復し、開会式、ペーパ

ーテスト等を行う中、阿寒湖や雄阿寒岳などの景観を

確認しながらの 1日目となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全道開会式 

２日目は朝から快晴となり、暑くなることが予想さ

れていた。急登のある雄阿寒岳であったが、特に男子

隊は速いペースでの動きとなり、下山時には３０度を

超え、体力的について行けないパーティーも出てきた。

女子はゆっくりのペースであったが、やはり体力差が

はっきりした山行となった。山頂では、大雪山系から、

日高山脈、知床半島など、３６０度のパノラマが楽し

め、心に残る登頂になったと思う。 

下山後は、阿寒湖畔野営場において，幕営審査と調

理審査を行った。幕営に関しては、ペグが入りやすい

半面、ペグの「きき」が甘くなってしまう傾向があり、

テント本体やフライシートの張りすぎによるペグ緩

みや抜け、適正で無い角度などが生じていた。また、

ポールのばらまきをポールの一部において行ってし

まう学校が見られた。しっかりと訓練を積んでいる学

校も陥ってしまっている傾向があったので、今後の反

省材料にしてもらいたい。調理に関しては、おおよそ

よく考えられたメニューをおいしく作っていたが、大

会開始から２日、３日と冷凍や冷蔵できない状況を想

定し、食材の防腐対策には心を配ってほしいと思う。

また、計画書の中のメニューと違ったり、計画書の中

にメニューが盛り込まれていなかったりした学校も

散見されたので注意してほしい。 

３日目は気温もやや下がり、雌阿寒岳の稜線部から

は風も吹いて寒いくらいの状況であった。１７ｋｍほ

どのロングコースだったので選手にはありがたい状

況となった。キャンプ場から車道とスキー場の急登を

経て、林道となだらかな登山道を巡りながらの山行と

なり、曇りがちながら，周囲の風景と阿寒特有の高山

植物を楽しみながらの山行となった。最後の最後にや

ってくる阿寒富士の登りは体力的にも筋力的にも苦

しいところだったので、学校による体力差が大きく出

た部分であると思う。様々な山行に対応するためにも、

しっかりと体力をつける必要性を痛感させられるコ

ースであった。男子では上位６校，女子では上位３校

 

専 門 部 長   新  山  知  邦  

専 門 委 員 長  内  海  健  一  

〒 050 -0083 室 蘭 市 東 町 3-2 9- 5  

            北 海 道 室 蘭 栄 高 等 学 校  

                  Ｔ Ｅ Ｌ  0143 -4 4- 3128 

                  Ｆ Ａ Ｘ  0143 -4 4- 3129 

登 山 
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ほどが体力的に拮抗しており、歩行、装備等の行動に

は甲乙つけがたいものがあったが、気象やペーパーテ

ストといった知識の部分での差が積み重なって、最優

秀校と優秀校、そして順位が決まる結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雌阿寒岳へスキー場登り 

  

昨年度の大会とは正反対の真夏日を記録した中で

の登山もあり、熱中症のリスクや適正なペースなど、

いろいろ考えさせられる大会であった。２０２３年の

インターハイを見据えて、大会内容や審査を再考する

必要性を感じた大会でもあった。 

 様々な状況に応じて大会運営をしていただいた

当番校釧路北陽高校上田校長先生、永田先生、今先生

はじめ諸先生方には改めて謝辞を申し上げたい。けが

無く終えられた、いい全道大会であった。 

（文責 登山専門委員長 内海 健一） 
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　登　山 

◎第 60  回北海道高等学校登山選手権大会兼

第65回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

  期　日　令和 3 年 6 月 22 日(火)～ 25  日(金)

   会　場　上ホロカメットク山～十勝岳

 　　　　　北鎮岳～旭岳

   当番校　北海道旭川北高等学校

  参加校　男子 12 校　女子 12  校

          参加人数　96  名

   成　績　男子　最優秀　旭川東高等学校

                 優　秀　帯広柏葉高等学校

                 優　秀　旭川北高等学校

 　　　　　女子　最優秀　旭川北高等学校

                 優　秀　旭川東高等学校

                 優　秀　札幌北高等学校

　２年ぶりの開催となった全道大会は、令和５年

度北海道総体のプレ大会としての位置づけで、イ

ンターハイの登山行動１日目に予定している上ホ

ロカメットク山～十勝岳、２･３日目に予定して

いる旭岳を中心とした大雪山系を会場として行わ

れた。天気予報がころころ変わり、大気の状態が

不安定であったが、４日間とも大きく天気が崩れ

 ることなく実施できたことは幸いであった。

　大会初日の開会式、ペーパーテスト等は、本番

を見据えて旭川市内のホテルでの実施となった

 が、感染予防対策を徹底し滞りなく実施できた。

　２日目は、男女ともメインザックによる行動で、

特に女子隊には厳しいチームもあることが予想さ

れたので、事前に申告としてもらい、サブザック

での行動も可としたので、大きな問題なく行動で

きた。男子隊は全体的に体力があり、十勝岳の急

登も隊長にしっかりついていった。天気もよく、

表大雪、東大雪、日高山脈、夕張山地、遠くは暑

寒まで見渡せる最高の条件であった。女子隊はゆ

っくりのペースであったが、体力差がはっきりし

 ていた。

- 2 -

 専 門 部 長　鈴　木　　淳

 専門委員長　細　野　　護

〒 070-0901  　北海道旭川市花咲町３丁目

             北海道旭川北高等学校

                  ＴＥＬ　0166-51-4620 

                  ＦＡＸ　0166-51-2818

　大会２日目　十勝岳への最後の登り(男子隊) 

下山後は吹上温泉キャンプ場において，幕営審査

と調理審査を行った。幕営に関しては、しっかり

と練習できているチームそうでないチームの差が

大きかった。調理に関しては、考えられたメニュ

ーをおいしく作っていた。新型コロナ感染予防対

策で、炊事はこの一度だけとし、あとは弁当を配

布したが、本来であれば大会開始から２日、３日

と冷凍や冷蔵できない状況を想定し、食材の防腐

対策にも心がけたメニューを考えてほしい。また、

計画書の中のメニューと違ったり、計画書の中に

メニューが盛り込まれていなかったりした学校も

 散見されたので注意してほしい。

　　３日目　北鎮岳から御鉢平を望む 
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３日目は、朝から曇りがちで気温もやや下がり、

途中からガスが出て、風も吹いて寒いくらいの状

況であった。今年の大雪山系は雪渓が多く残り、

裾合平はほとんど雪で覆われている状況であった

が、登山口から姿見駅周辺や雪渓の合間から多く

の高山植物が顔を出し、山行の癒やしとなった。

北鎮岳山頂もガスに覆われていたが、男子隊登頂

時はガスが晴れ、御鉢平をはじめ大雪を一望でき

る展望となった。最後にやってくる裏旭から旭岳

への登りは体力的に苦しいところだったが、男子

隊は大きく差が付くこともなく、ほとんどのチー

ムが余裕を持っての行動となった。女子隊は雪渓

とガスや風に阻まれ、北鎮岳のピストンとなった

が、大半のチームが登頂を果たし、記憶に残る山

 行となったのではないか。

　　３日目　中岳分岐から中岳へ(女子隊) 

男子隊については、近年体力差が縮まっており、

しっかりと行動できるチームが多く、体力以外の

 部分で順位が付く傾向にある。

女子隊は、チームによる体力差が大きく、最後ま

で行動できないチームが見られた。日々のトレー

ニングに励み、安全に楽しく山行できる体力を養

 ってほしい。

　令和５年度北海道総体のプレ大会として、いろ

いろ試すことはできたが、まだまだ不十分なとこ

ろが多々ある。次年度に向けて大会内容を精査し、

インターハイ実施にあたっての問題点を洗い出

し、円滑な大会運営ができるよう模索したい。ま

た、審査基準を再考し、わかりやすく審査ができ

るよう改めていきたい。　様々な状況に応じて大

会運営をしていただい当番校旭川北高等学校鈴木

淳校長先生をはじめ当番校業務をお手伝いくださ

 った諸先生方には改めて謝辞を申し上げたい。コ

- 4 -

　　閉会式　吹上温泉キャンプ場にて 

ロナ禍の中ではあったが大きな問題もなく、無事

大会が終えられたことに、携わっていただいたす

 べて方に感謝したい。

 

◎令和３年度全国高等学校総合体育大会登山大会

　第 65  回全国高等学校登山大会

 令和２年度北関東総体すべてがコロナ禍で中止

になり、準備に励んでおられた群馬県高体連登山

専門部の方々にはかける言葉もないが、一年越し

の福井大会は、どうしても実施したいという強い

思いもあり、登山行動を２日間とし、テント泊や

炊事審査を取りやめ、大会規模を縮小して何とか

実施できる方向に計画していただき、大会開催に

こぎ着けることができた。福井県実行委員会の方

 々には深く感謝したい。

　　８月２０日　開会式会場　 

　大会は、東京オリンピック開催の関係で、例年

より遅い８月２０日から８月２３日の日程で、福

井県勝山市の三頭山と取立山を会場に開催され

た。開会式会場の勝山市体育館ジオアリーナは

2016 年に完成した最新設備を備えた立派な施設
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で、８月２０(金)、全国から各 46 地区の予選を

勝ち抜いてきた選手が一堂に集まり、盛大に行わ

れた。その後、ジオアリーナ内において各テスト、

隣接した勝山高校で天気図審査が行われ、体育館

でＡＢ各コース隊編成、引継式、装備審査、隣接

する長山公園グラウンドに移動しての設営審査と

なった。審査終了後、Ａ隊は宿泊場所であるジオ

アリーナへ移動し、Ｂ隊は奥越高原青少年自然の

 家へバスでの移動となった。

８月２１日　勝山城博物館を後にする旭川東Ａ隊 

　大会２日目は、Ａ隊はジオアリーナから隊行動

で菩堤林入口に移動し、ここからＢ隊とともにメ

インザックでのチーム行動で三頭山を目指し、大

師山を経て越前大仏まで縦走した。平泉寺白山神

社内の菩堤林入口からは石畳の階段が続き、白山

(越前)禅定道を偲ばせる。現在は通行不可区間が

あり、白山には通じないが、歴史を十分に感じさ

せる登山道である。その後隊行動で設営審査会場

まで行動し、審査終了後宿泊地への移動となった。

心配された暑さも、気温はそれほど高くならず、

 曇りがちではあったが本州特有の蒸し暑さもなく

　休憩中は必ずマスク着用　旭川北Ｂ隊 

- 6 -

 過ごしやすい天候であった。

　大会３日目は、いこいの森入口からＡ隊Ｂ隊と

もメインザックでのチーム行動でこつぶり山を目

指した。こつぶり山からは、パーティー行動とな

り審査からも開放され、途中の大滝では滝つぼに

 下って涼をとる姿が見られた。

   ８月２２日　大滝　旭川北Ｂ隊 

               監督とパーティー行動 

ジオアリーナに戻って、解団式が行われ、隊長や

班長との交流が行われ、和やかな解団式となった。 

　８月２２日　解団式　旭川東Ａ隊 

　　　　　　　第８班の仲間と班長･副班長 

　８月２３日(月)、閉会式も滞りなく実施され、

次期開催県の香川県に大会旗等の引継式が行われ

た。来年度はいよいよ北海道に引き継がれ、令和

 ５年度は北海道インターハイの開催となる。

　北海道のチームは、全国大会の独自の審査や全
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装行動、天候に苦しめられながらも、しっかりと

最後まで歩き通し、男子２６位９３．１点、女子

 ４０位８１．４点という結果になった。

　２年後のインターハイ開催に向けて、体力強化

や各審査項目に対応する対策をとる必要性を感じ

た。審査方法も、全国大会と違う部分が多く、今

後のことを考えると見直す時期にきている。ただ、

６月の北海道予選会の段階では、多くの山域で登

山道に雪渓が残るため、全国大会の運営方法では

安全性に大きな問題が生じるため、いろいろ工夫

 する必要がある。

       　　(文責　登山専門委員長　細野　護)

 

 

◎専門部より   令和３年度の活動を報告します。

 

 １　第１回登山専門委員会

 　　令和３年５月７日(金)

     北海道旭川北高等学校(事務局校)

 　議題

    (1)令和２年度登山専門部及び加盟金決算、

　　　  令和３年度予算

　  (2)  道高体連登山専門部専門委員の確認

　　(3)  全国常任委員の確認

    (4)  各支部加盟校、部員数及び顧問の確認

    (5)  令和３年度全道大会について

　　(6  )令和３・４年度全国大会について

　　(7  )令和５年度北海道インターハイに向けて

    (8) 次年度以降の全道大会開催支部、当番校

 　　　についての確認

    (9) 専門部事務局担当支部ローテーションブ

 　　　ロックについての確認

    (10)  クライミング大会について

(11  )その他

 

 ２　第２回登山専門委員会

     令和３年６月２２日(火)

    アートホテル旭川 

    (1)  ペーパーテスト問題等の確認

    (2)  大会説明(コース状況等)

    (3)  通信体制

    (4)  荒天対策　等
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３　IH  指導者養成研修会

 　　令和３年１０月２日(土)～３日(日)

 　　吹上温泉白銀荘　十勝連峰

 　　１日目　インターハイ概要説明

 　　２日目　十勝岳温泉～上富良野岳　登山研修

 

 ４　第３回登山専門委員会

     令和２年２月４日(金)に予定

    北海道旭川北高等学校
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　登　山 

◎第 61  回北海道高等学校登山選手権大会兼

第66回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

  期　日　令和 4 年 6 月 21 日(火)～ 24  日(金)

   会　場　旭岳

           黒岳～北鎮岳～裾合平

   当番校　北海道旭川工業高等学校

  参加校　男子 13 校　女子 11  校

          参加人数　96  名

   成　績　男子　最優秀　旭川東高等学校

                 優　秀　札幌北高等学校

                 優　秀　帯広柏葉高等学校

 　　　　　女子　最優秀　旭川東高等学校

                 優　秀　札幌北高等学校

                 優　秀　旭川北高等学校

　令和５年度北海道総体のプレ大会としての位置

づけで、インターハイの登山行動２日目に予定し

ている黒岳～北鎮岳～裾合平、３日目に予定して

いる旭岳を会場として行われた。大会本部･幕営

地についても、北海道総体と同じ東川Ｂ＆Ｇ海洋

センター･東川町民運動公園とし、本番に向けて

 の初めてのシミュレーションとなった。

　当初の天気予報では、２３日には大陸からの低

気圧が近づき崩れることが予想されたが、思った

よりも動きが遅く、２日間の山行中は雨に打たれ

ることもなく予定通り実施出来たことは幸いであ

 った。

　大会初日の開会式、ペーパーテスト等は、本番

を見据えて旭川市内のホテルでの実施となった

 が、感染予防対策を徹底し滞りなく実施できた。

　２日目の旭岳は、男女ともメインザックによる

行動で、特に女子隊には厳しいパーティーもある

ことが予想されたので、事前に申告としてもらい

サブザックでの行動も可とした。男子隊･女子隊

とも大きな体力差が見られ、隊離脱するパーティ

 ーが多数見られたのは残念であった。特に男子隊

- 2 -

 専 門 部 長　木　幡　かおる

 専門委員長　細　野　　護

〒 070-0901  　北海道旭川市花咲町３丁目

             北海道旭川北高等学校

                  ＴＥＬ　0166-51-4620 

                  ＦＡＸ　0166-51-2818

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会２日目　旭岳温泉登山口登山開始】 

は隊長の頑張りもあり、旭岳山頂までついて来た

のは４パーティーだけであった。山頂はガスがか

かり少し肌寒い気温であったが、ゆっくり休憩を

 取り安全に下山できた。　

　下山後は東川町民運動公園において，幕営審査

と調理審査を行った。幕営に関しては、しっかり

と練習できているチームそうでないチームの差が

大きかった。また、３密を避けるため４人用テン

トに２人の定員とし、もう一つ４人用テントを用

意してもらい設営した。調理に関しては、新型コ

ロナ感染予防対策のため、皆で一緒に食べるよう

なメニューは不可とし、レトルトやα米のみも可

とした。審査も少し簡略化し観点を絞って実施し

た。炊事はこの一度だけとし、あとは弁当を配布

したが、本来であれば大会開始から２日、３日と

冷凍や冷蔵できない状況を想定し、食材の防腐対

策にも心がけたメニューを考えなくてはいけな

い。夏合宿ではこのような点を考慮し、食糧計画

 を立ててほしい。

　３日目は、早朝から小雨が降りガスもかかって

あいにくの天気であったが、黒岳ロープウェー、

リフトと乗り継ぐにつれ天候が回復し、まずまず

の登山日和となった。今年の大雪山系は雪渓が多

く残り、裾合平はほとんど雪で覆われている状況

 であったが、稜線上や雲ノ平、姿見の池、夫婦池
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【大会３日目　黒岳から北鎮岳を望む】 

周辺では雪渓の合間から多くの高山植物が顔を出

 し、山行の癒やしとなった。

　コースは距離は長いが高低差はあまりなく、男

子隊･女子隊ともサブザック行動だったため、黒

岳で下山したパーティーを除き、隊から遅れるこ

となく縦走できた。雲ノ平では、ヒグマが登山道

を横切ったのを見つけたため、男子隊が黒岳石室

で少し停滞することとなったが、安全確認後出発

することができた。黒岳石室の管理人よると今年

はヒグマが頻繁に御鉢平に出入りを繰り返してい

るとのこと、遭遇を避けるために人間が常に注意

 を払い、ヒグマとの共存を図れることを望む。

 　北鎮分岐直下の雪渓は、急斜面で少し硬かった

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会３日目　北鎮分岐直下の雪渓】 

 

 

 

 

 

 

 

【大会３日目　北鎮岳から御鉢平　女子隊】 
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ので、ピッケルでステップを作り安全に通過した。

 中岳温泉上の雪渓は雪が少なく問題はなかった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会３日目　裾合平から旭岳白鳥の雪渓】 

　男子隊･女子隊ともパーティー間、またパーテ

ィー内の体力差が大きい。しかし、上位の数パー

ティーはよく鍛えられほとんど差はない。安全登

山において、いろいろな知識を身につけることも

必要であるが、最も重要なことは体力を付けるこ

とである。日々のトレーニングに励み、余裕を持

 って楽しく山行できる体力を養ってほしい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【閉会式　東川Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館】 

　令和５年度北海道総体のプレ大会として、いろ

いろ試すことはできたが、まだまだ不十分なとこ

ろが多々ある。来年度はいよいよインターハイ本

番である。大会内容を精査し、問題点を洗い出し、

 円滑な大会運営ができるよう模索したい。

　また、審査方法を大きく改正し、全国大会に近

い形の審査とした。審査員がわかりやすく審査が

できるよう改めたつもりではあるが、まだまだ不

備な部分があり次年度への課題である。しかし、

審査が大きな混乱もなく行えたことはよかった。

　様々な状況に応じて大会運営をしていただいた
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当番校旭川工業高等学校稲津誠校長先生をはじ

め当番校業務をお手伝いくださった諸先生方には

改めて謝辞を申し上げたい。また、コロナ禍の中

ではあったが大きな問題もなく無事大会が終えら

れたことに、携わっていただいたすべて方に感謝

 したい。

 (文責　登山専門部専門委員長　細野　護)

 

 

◎令和 4 年度全国高等学校総合体育大会登山大会

　第 66  回全国高等学校登山大会

期　日　令和 4 年 8 月 5 日（金）～ 9  日（火）

 会　場　香川県仲多度郡まんのう町

 　　　　笠形山・竜王山・大川山

 

　今回の大会は私にとって４回目の参加であっ

た。初めて生徒を率いて参加したのは前任校の釧

路湖陵の時、平成 29 年度山形総体で月山・蔵王

と 100 名山の２つを登った。勝手が分からず、チ

ーム毎のタイムレースではとにかく「早くゴール

するべ」と檄を飛ばしたが、規定時間よりも大幅

に早く着いたにもかかわらず、途中のチェックポ

イントの読図ができなくて点数が全く取れなかっ

 たことが印象に残っている。

　来年度の北海道高校総体では私自身が女子コー

ス隊長として内定しているので、今回は女子監督

としての参加だが、運営側の視点もからめてこの

 大会を述べていきたいと思う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月５日　開会式直前　旭川東Ｂ隊】 

　大会初日。10:00 から開会式が始まる。配宿先

のホテルへバスの送え有り。選手はテントや寝袋

を入れたメインザックと日帰り装備が入ったサブ
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ザックを持ち、ゼッケンを付けた帽子、ポロシャ

ツを着てスポーツセンターまんのうへ。厳粛で晴

れやかな開会式であった。ただ、今年度は時間短

縮のために各学校の紹介がなく、毎年のハイライ

トは次年度へのお預け。また、急遽コロナウィル

ス関係で出場を取りやめたり、大会途中で帰校し

た学校もあった。開会式後、それぞれの部門毎に

ペーパーテストを行い、バスでことなみ未来館へ

移動。グランドでテント設営・撤収審査を行い、

ホテルへの帰還となる。例年は４日間テント生活

であるが、今回はコロナ禍で毎回ホテルに帰る行

程だ。グランドは当然灼熱地獄のため監督・選手

 ともありがたかった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月５日　幕営審査　旭川東Ｂ隊】 

　２日目。今日は笠形山～雨島峠～浅木原約 18km

の縦走となる。男女とも約６チーム毎の班に編成

され、班長・副班長に率いられての行動。顧問隊

は行程の半分で引き返し、選手の帰還を待つ。先

頭はまさかの旭川東。先頭が一番点数が高いわけ

 ではないが、なぜかとてもうれしかった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月６日　班行動開始　旭川東Ａ隊】
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　３日目。柾木～竜王山～浅木原の縦走。これも

長い。ここは一部江戸時代から使われてきた香川

から徳島までの峠道を歩いた。本州の山道はこう

した「いにしえの道」が現代も使われていること

が多く、歴史を感じる古道が多い。女子隊は竜王

山付近で２時間ほどの土砂降りに遭い、大変だっ

たようだ。この行程はチーム毎のタイムレースで

あった。我が校は男女とも規定時間内に歩ききり、

 読図の得点も高く、よく頑張っていた。

　４日目。ことなみ未来館よりチーム行動スター

ト。選手の見送りをした後、監督隊は一足早くバ

スで大川山山頂へ。選手と合流し、下山は監督と

選手の４名で楽しく下山。連日３５℃以上の高温

多湿のなか、生徒はリタイヤどころかしっかりと

規定時間を守りきり、どこか誇らしげな顔立ちで

あった。頼もしい４人と日本一広いため池の満濃

池や香川の田園風景を見ながら下山。男女合わせ

て８名は３年生３人も含まれており、このメンバ

ーで歩くことはもうないかなあー、と感慨深かっ

 た。

　５日目が最終日。10:00 から閉会式。成績発表

では地元香川県代表が上位に入り、会場をどよめ

かせた。来年は北海道。気持ちを新たに奮い立た

 せたい。

　監督隊として、さまざまな都府県の先生方と語

り合い、本当に楽しい毎日であった。また、これ

まで大会運営に携わった先生方とも交流し、来年

 度の大会運営に生かしていきたいと思う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月９日　閉会式　旭川東Ａ隊･Ｂ隊】 

 

 　（文責　旭川東高校山岳部顧問　飯田一三）

 

 

◎専門部より   令和４年度の活動を報告します。
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 １　第１回登山専門委員会

 　　令和４年５月６日(金)

     北海道旭川北高等学校(事務局校)

 　議題

 (1)令和3年度道登山専門部決算及び加盟金決算、 

　　令和4年度予算案について 

 (2)令和4年度道高体連登山専門部専門委員確認 

 (3)全国常任委員の確認 

 (4)令和4年度支部大会の開催予定、 

　　　各支部加盟校、部員数、及び顧問の確認 

 (5)令和4年度全道大会について 

 (6)令和4年度～令和５年度全国大会について 

 (7)令和4年度以降の全道大会開催支部、 

　　　当番校についての確認 

 (8)専門部事務局担当支部について 

 (9)北海道山岳連盟・高体連主催クライミング 

　　　大会について 

(10)その他・連絡事項 

  

 ２　第２回登山専門委員会

     令和４年６月２１日(火)

    アートホテル旭川 

  (1)  ペーパーテスト問題等の確認

  (2)  大会説明(コース状況等)

  (3)  通信体制

  (4)  荒天対策　等

 

３　令和4年度第１回北海道高等学校選抜登山大 

会 兼 令和５年度全国高等学校総合体育大会登山

大会第１回安全対策会議 兼 第３回北海道高等学

校体育連盟登山専門部指導者研修会 

　期日  令和４年９月１７日(土)～１９日(月) 

　会場　黒岳～北鎮岳～裾合平　　旭岳 

　  　　東川町民運動公園 

        東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター 

  参加校　男子 13 校　女子 3  校

          参加人数　64  名

   成　績　男子　第一位　旭川東高等学校

                 第二位　旭川北高等学校

                 第三位　小樽潮陵高等学校

 　　　　　女子　第一位　札幌北高等学校

                 第二位　旭川東高等学校

                 第三位　旭川北高等学校
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【９月１８日　３：３０　引継式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月１８日　黒岳から北鎮岳へ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月１９日　旭岳温泉　チーム行動開始】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月１９日　閉会式】
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 ４　第３回登山専門委員会

     令和４年２月３日(金)に予定

     北海道旭川北高等学校
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　登　山 

◎第 62  回北海道高等学校登山選手権大会兼

第67回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

  期　日　令和 5 年 6 月 20 日(火)～ 23  日(金)

   会　場　旭岳

           上ホロカメットク山・十勝岳

   当番校　北海道旭川東高等学校

  参加校　男子 14 校　女子 11  校

          参加人数　100  名

   成　績　男子　第１位　旭川東高等学校

                 第２位　旭川北高等学校

                 第３位　札幌北高等学校

 　　　　　女子　第１位　旭川東高等学校

                 第２位　旭川北高等学校

                 第３位　札幌北高等学校

　令和５年度北海道総体のプレ大会としての位置

づけで、インターハイの登山行動１日目に予定し

ている上ホロカメットク山～十勝岳、３日目に予

定している旭岳を会場として行われた。大会本部

･幕営地についても、北海道総体と同じ東川Ｂ＆

Ｇ海洋センター･東川町民運動公園とし、本番に

 向けてのシミュレーション大会となった。

　昨年までは、新型コロナウイルス感染症対策に

より、テント泊人数の制限などがあったが令和元

年の雌阿寒岳・雄阿寒岳大会以来４年ぶりに制限

 なしの大会となった。

　大会初日の開会式、ペーパーテスト等は旭川市

内のホテルで実施した。インターハイのプレ大会

ということで、インターハイに関わる役員の方に

は出来る限り大会役員として参加してもらった。

そのため、今までの全道大会よりも充実した体制

 で大会運営を行うことが出来た。

　２日目の旭岳は、男女ともメインザックによる

全装行動である。事前に申告としてもらいサブザ

ック行動も可とした。ただし、今大会からはサブ

 ザック行動は賞典外の扱いとした。インター

- 2 -

 専 門 部 長　稲　津　　誠

 専門委員長　小　池　圭　太

〒 078-8804　北海道旭川市緑が丘東４条 1-1-1 

             北海道旭川工業高等学校

                  ＴＥＬ　0166-65-4115 

                  ＦＡＸ　0166-65-4127

ハイに合わせて、姿見の池まではチーム行動を実

施した。男子隊は行動離脱が２チーム、隊離脱が

２チームだった。離脱していないチームで規定時

間の１１０分をオーバーしたのは１チームだっ

た。女子隊は最初から５チームがサブザック行動

だったこともあり、すべてのチームが規定時間内

で行動することができた。姿見の池からは隊行動

で山頂を目指した。旭岳山頂は視界も良く、大雪

 山系を見渡せる素晴らしい天気であった。

【大会２日目　旭岳に登頂した女子隊】 

　下山後は東川町民運動公園において，幕営審査

と調理審査を行った。調理に関しては、レトルト

のみで減点されたチームはあったが、多くのチー

 ムが工夫されていた。

　３日目は、十勝岳温泉登山口から上ホロカメッ

トク山、十勝岳を目指すコースである。この日も

天候に恵まれ、予定通りの登山行動ができた。男

子隊は昨日の状況などから判断し、３チームがサ

ブザック行動となった。女子隊は前日に続き５チ

ームがサブザック行動とし、すべてのチームが歩

ききった。３００階段から上富良野岳への登り、

そして十勝岳へ向かう最後の登りでは、体力差が

出た。全装行動ということで荷物の重量も、大き

く影響したと思われる。荷物の中身は精査し、可

能な限り軽くすることも登山技術として大切であ

る。体力は有限である。少しでも体力を消耗しな

 い登山を心がけて欲しい。
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【大会３日目　十勝岳への最後の登り】 

　下山後は幕営地である東川町民運動公園で交流

会を行った。交流会は４年ぶりである。２日間一

緒に登山した選手達が楽しそうに交流する姿は、

ようやく元の登山大会が戻ってきたと実感した。

登山大会では登山技術を競い合うことも大事だ

が、選手同士、顧問同士が交流することによって、

全体的に登山技術が向上することを是非期待した

 い。

　今年度はいよいよインターハイ本番である。問

題点を洗い出し、円滑な大会運営ができるよう模

索したい。また、今大会はチーム行動を実施した。

北海道インターハイが終わった後も、全道大会に

おいてチーム行動を実施していきたい。それは各

チームが登山技術を発揮するのに適した登山行動

であり、選手も非常に積極的に行動していたから

である。もちろん危険箇所があるようなコースで

は隊行動が基本になると思うが、是非今後も続け

て欲しい。最後に様々な状況に応じて大会運営を

していただいた当番校旭川東高等学校の先生方に

は改めて謝辞を申し上げたい。また、インターハ

イのプレ大会ではあったが大きな問題もなく大会

が終えられたことに、携わっていただいたすべて

 方に感謝したい。

 

◎令和 5 年度全国高等学校総合体育大会登山大会

　第 67  回全国高等学校登山大会

期　日　令和 5 年 8 月 7 日（月）～ 11  日（金）

 会　場　北海道東川町、上川町、上富良野町、

 　　　　美瑛町

 　　　　十勝岳、黒岳～北鎮岳、旭岳

 

　多くの方々にご協力いただき、令和５年度全国
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高校総体登山大会を無事に終了することができ

た。36年ぶりに開催された北海道インターハイは、

まずはインターハイを知るところから準備が始ま

った大会であった。またコース設定は、大雪山を

縦走するという北海道の山を代表する素晴らしい

コースであったが、エスケープルートが無いなど

の懸案事項もあった。しかし、大きな事故など無

く大会を終えることができた。ご協力いただいた

多くの方に感謝申し上げ、この大会を振り返りた

い。 

　１日目。今大会は４年ぶりにテント泊や炊事な

どが復活した。ようやく元に戻った大会であった。

開会式においてもアトラクションが行われた。旭

川東高校の生徒達からの歓迎があり、大会は開幕

した。開会式後はすぐに知識審査及び気象審査を

行い昼食となった。幕営地到着後はすぐに装備審

査、そしてチームごとの写真撮影と続き、全体の

動きを指示するのが大変だったが、班長と副班長

の臨機応変な対応によって、何とかスムーズに進

めることができた。 

　２日目。朝、コースの変更が連絡された。変更

内容は、全装行動からサブザック行動とする、コ

ースを上ホロカメットク山の往復登山とすること

であった。理由は新型コロナウイルスの感染者が

選手等から出ている状況を勘案して総合的に判断

したとのことである。十勝岳に行けないことは非

常に残念であったが、登山行動開始前でのコース

変更は、ある意味で気が楽になった。この日はす

べて班行動である。１班から３分ごとにスタート

していった。歩き出しの序盤から雨粒が空から落

ちてくる中、予定取りのペースで隊は進んでいっ

た。 

【３００階段の上から見えた雲海】 
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３００階段を上りきったあたりでは雨は非常に

弱くなり、上ホロカメットク山の頂上が目視でき

るくらい明るくなる瞬間もあった。上ホロカメッ

トク山の頂上では、ガスが濃かったが、雨は無く

風も弱く、予定通り休憩することができた。短い

時間でも、十勝岳連峰の壮大な自然を見ることが

できて良かった。下山後に幕営地に戻ると、スコ

ールのような激しい雨によって、完全に水没して

しまった。避難場所として指定していた東川高校

の体育館に移動することになった。結果的には体

育館で引き継ぎ式を行い、その日の夜は体育館で

寝ることになった。Ｂ隊はさらに隣の東川中学校

の体育館で寝ることになった。 

　３日目。この日は今大会で一番のメインとなる

大雪山の縦走コースである。相変わらず天気予報

はよく無いが、計画通りに引き継ぎ式が行われて

バスは出発した。層雲峡駅からのロープウェイも、

ほぼ計画通り乗車できた。黒岳リフトを乗り継ぎ、

順調に登山口に到着した。ここから黒岳の頂上ま

では班行動である。黒岳５合目駅でトイレに行っ

た選手が数人いて、若干遅れたが全ての班がほぼ

予定通りに出発した。黒岳頂上までの班行動は、

離脱するチームもなく全選手がチーム行動に移る

ことができた。この大雪山で全国の高校生がチー

ム行動でスタートしていく姿を見て、本当に今ま

で準備してきてよかったと感じた瞬間であった。

また、天候もそれを讃えるかのように青空が見え

ていた。選手たちは勢いよく黒岳頂上を後にし、

北鎮岳を目指して歩いていった。 

【黒岳の頂上からチーム行動がスタート】 

　途中のお鉢平展望台からは、大雪山のお鉢がき

れいに見ることが出来た。北鎮分岐から北鎮岳の

間は、ガスが濃く、眺望を楽しむことは出来なか
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ったが、何とか雨も降ることなく登山行動を進め

ることができた。結果的には１チームも離脱する

ことなくゴールの姿見駅までたどり着いた。この

日は幕営地で引き継ぎ式を行い、選手はそれぞれ

のテントで夜を迎えることができた。 

　４日目。登山行動最終日は北海道の最高峰旭岳

の往復登山である。天候も当初の予報に反して、

悪くなかった。ただ、前日の夜は気温が下がらず、

非常に蒸し暑い夜だった。おそらく選手のテント

の中は、蒸し風呂のような状態だったと察する。

寝ることができなかった選手も多かったようだ。 

登山口に到着すると、すでにチェックポイント

隊がチーム行動スタートの準備をしていた。予定

通り姿見までのチーム行動がスタートした。この

日は結果的に今大会唯一の全装行動であった。盤

の沢の登りで１チームが離脱となった。熱中症の

ような症状で、すぐに支援隊に引き渡し、看護師

と医師の支援を受けた。気温が若干高いことと、

ザックが重いこと、そして、３日間の行動の疲れ

がここで出ている様であった。姿見からは班行動

である。班行動は定刻にスタートした。旭岳を覆

っていたガスも、徐々に晴れてきて、十勝岳連峰

やトムラウシ山まで見ることができた。しかし、

全装行動での旭岳の登りは厳しく、すぐに２チー

ムが班離脱となり、隊であずかった。 

【噴煙を見ながら班行動で頂上を目指す】 

監督隊も予定していたコースタイムで頂上まで

登り、頂上では選手から拍手で迎えられていた。

ガスがかかったり晴れたりを繰り返す頂上では、

監督と選手が一緒に写真を撮ったり、食事をした

り自由な光景が広がっていた。何より風が無いの

が幸いである。 

ここからはパーティ行動となる。監督と選手が
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一緒に下山していく姿は、なんとも微笑ましく感

じた。往復登山なので、下山はB隊とすれ違う。

Ａ隊とＢ隊が互いに声を掛け合いながらの下山

は、この登山大会における頑張りを、互いに讃え

ているようで微笑ましかった。予定通り選手、監

督、役員はロープウェイで下山し、バスに乗車し

た。最後はエアコンの効いた東川町農村環境改善

センターで解散式を行った。 

【班ごとに最後の交流をした解散式】 

　５日目が最終日。開会式と同じ旭川市民文化会

館に集まり、閉会式が行われた。高校総体登山大

会もいよいよフィナーレである。結果発表では、

喜びで涙ぐむ選手の姿を見て、一生に一度しか無

い高校生活で、登山競技に全力をかけてきた思い

を感じた。閉会式ではＡ隊のコース旗を次年度開

催県となる福岡県のＡ隊コース隊長に引き継い

だ。北の北海道から次は南の九州である。福岡イ

ンターハイの成功を祈りつつ、コース旗を引き継

いで握手を交わした。今回のインターハイの登山

競技を通して、いろいろな人と出会い、登山の素

晴らしさにあらためて気付かされた。最後に登山

大会の役員、監督、選手、関係する全ての人に感

謝申しあげて行動記録としたい。本当にありがと

うございました。 

（文責　登山専門部専門委員長　小池　圭太） 

 

◎専門部より  令和５年度の活動を報告します。 

１　第１回登山専門委員会 

　　令和５年５月８日(月) 

    北海道旭川工業高等学校(事務局校) 

　議題 

 (1)令和4年度道登山専門部決算及び加盟金決算、 

　　令和5年度予算案について 
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 (2)令和5年度道高体連登山専門部専門委員確認 

 (3)全国常任委員の確認 

 (4)令和5年度支部大会の開催予定、 

　　　各支部加盟校、部員数、及び顧問の確認 

 (5)令和5年度全道大会について 

 (6)令和5年度～令和6年度全国大会について 

 (7)令和5年度以降の全道大会開催支部、 

　　　当番校についての確認 

 (8)専門部事務局担当支部について 

 (9)北海道山岳連盟・高体連主催クライミング 

　　　大会について 

(10)その他・連絡事項 

  

２　第２回登山専門委員会 

    令和５年６月２０日(火) 

    アートホテル旭川 

  (1) ペーパーテスト問題等の確認 

  (2) 大会説明(コース状況等) 

  (3) 通信体制 

  (4) 荒天対策　等 

 

３　令和5年度第２回北海道高等学校選抜登山大 

会 

　期　日  令和５年９月１６日(土)～１７日(日) 

　会　場　富良野市　山部自然公園太陽の里 

芦別岳（新道コース） 

  参加校　男子13校　女子7校 

          参加人数　72名 

  成　績　男子　第１位　旭川東高等学校 

                第２位　旭川北高等学校 

                第３位　小樽潮陵高等学校 

　　　　　女子　第１位　旭川東高等学校 

                第２位　釧路湖陵高等学校 

                第３位　北広島高等学校 

４　第３回登山専門委員会 

    令和６年２月２日(金)に予定 

深川市　ネイパル深川 

 

５　登山専門部指導者研修会 

    令和６年２月３日(土)に予定 

深川市　ネイパル深川 

 

 

 

163



- 1 -

　登　山 

◎第 63  回北海道高等学校登山選手権大会兼

第68回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

  期　日　令和 6 年 6 月 25 日(火)～ 28  日(金)

   会　場　ニセコ連峰、羊蹄山

   当番校　北海道小樽潮陵高等学校

  参加校　男子 15 校　女子 13  校

          参加人数　112  名

   成　績　男子　第１位　旭川東高等学校

                 第２位　釧路湖陵高等学校

                 第３位　小樽潮陵高等学校

 　　　　　女子　第１位　旭川東高等学校

                 第２位　釧路湖陵高等学校

                 第３位　旭川北高等学校

　昨年度までは北海道インターハイのプレ大会の

位置づけもあり、令和３年から３年連続で大雪山

系で全道大会を行った。今大会はニセコ連峰、羊

蹄山が会場ということで、久しぶりに大雪山系で

 は無い山域での大会である。

  大会１日目は、ニセコ町のヒルトンニセコビレ

ッジに集結し、開会式とペーパーテスト等を実施

した。今大会から、初めて引率顧問と監督の全員

に大会役員をお願いした。全道の加盟校数も２５

校まで減少しており、これからは全員で大会運営

を行うことになっていくことは避けられないのが

現状である。そのため、顧問会議では登山行動の

体制などについて多くの質問が出た。これからの

登山大会のスタンダードになるように、細かい懸

 案を解消し、標準化していきたい。

　大会２日目はニセコ連峰縦走コースである。男

子は全装行動であるが、１チームがサブザック行

動を申し出たため、賞典外として認められた。女

子はサブザック行動である。雨は降っていないが、

濃いガスの中、パノラマ峠までのチーム行動がス

 タートした。イワオヌプリ周回路は、霧が濃いた
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 専 門 部 長　中　島　泰　彰

 専門委員長　小　池　圭　太

〒 078-8804　北海道旭川市緑が丘東４条 1-1-1 

             北海道旭川工業高等学校

                  ＴＥＬ　0166-65-4115 

                  ＦＡＸ　0166-65-4127

め、ピンクテープを探しながらの行動となった。

道迷いの危険があるルートだが、全チーム無事に

通過した。ニトヌプリへの向かう途中は、一部登

山道が崩壊していたため、当番校が FIX ロープ

をかけて対応した。ニトヌプリの下りなどは濡れ

た岩に泥がついて滑りやすく、雨具のパンツを見

ると、尻まで泥だらけになっていたことが選手の

苦闘を物語っている。パノラマ峠に着く頃には、

天気もしだいに弱い雨に変わり、気温も低く厳し

い山行になった。ここで男子２チームが離脱とな

った。ここからはチセヌプリを目指し、隊行動で

ある。すでにだいぶ消耗した選手も多く、ゴール

の神仙沼までで男子の３チームが遅れたが、最後

まで歩ききった。女子はサブザック行動というこ

ともあり、離脱したチームは無かった。神仙沼で

 は雨もだいぶ強くなっていた。

　神仙沼からはバスで幕営地である真狩キャンプ

場へ移動した。真狩キャンプ場は晴れており、日

差しがとても暖かく感じられた。幕営地で幕営審

査と炊事審査が行われた。ここ数年は新型コロナ

感染症対策として、お弁当の配付など行われてき

たが、今大会からは、すべて自炊する元の大会に

戻った。各チーム防腐対策などを工夫して炊事を

 行っていた。

【雨のパノラマ峠を出発する女子隊】 
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　大会３日目は、羊蹄山である。真狩コースを登

り、比羅夫コースで下りるコース設定である。昨

日とは違い、空は明るく気持ちの良い朝であった。

男女ともにサブザック行動であり、避難小屋まで

はチーム行動である。男子も荷物が軽いこともあ

り、昨日離脱したチームも元気に避難小屋に到着

していた。避難小屋ではトイレを使用できるが、

３００円を協力金として納めることになってい

る。避難小屋があるだけで、安心感がだいぶ違う。 

【避難小屋で休憩する男子隊】 

　ここからは体制を整えて、隊行動になる。比羅

夫コースとの合流点くらいまでは、非常に展望も

良く、気持ちの良い登山であったが、次第にガス

が発生してきた。火口の縁に出るあたりでは、だ

いぶガスが濃くなり、残念ながら眺望が無くなっ

てしまった。また、強風と低温で厳しい山行とな

った。ただ、ときおりガスの切れ目から眺望があ

り、晴れることを期待しながらピークを目指した。

山頂では風のあたらないところで休憩し、写真を

 撮った。

 

【最後の急登に向かう女子隊】 
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　ここからは長い下りである。各チーム疲れもあ

り、男子は１チーム、女子は２チームが遅れたが

全てのチームが歩ききった。登山口からバスで移

 動し、交流会を行った。

【羊蹄山頂上での集合写真】 

　大会４日目は審査委員会と閉会式である。審査

委員会では、ペーパーテストの出題内容について、

しつこく抗議したチームがあったと報告があり、

そのチームはマナー点で減点した。度が過ぎた大

会運営へのクレームは、スポーツマンとしての態

度に反するという結論であった。非常に残念であ

 る。

　今大会から変更になった事について確認してお

く。まず、ペーパーテストを４名から３名に変更

し、天気図と並行して実施した。つまり、３名が

ペーパーテストで１名が天気図とした。その意図

は、インターハイに合わせることと、天気図担当

の選手の持ち点が大き過ぎたので、これを是正し

た。また、大会運営における時間短縮にもなった。

大会山域のコース概況を web ページで事前公開

した。そして、そこからペーパーテストに出題し

た。インターハイの予報１号のように、事前に提

示することにより、勉強しやすいようにした。こ

れらの変更は、次年度以降の大会でも継続する予

 定である。

　顧問、監督がすべて大会役員に入ることも継続

して行う予定である。大会後には「結果として多

くの先生とコミュニケーションをとることが出来

た。仲良くなった」「審査を担当してみて、実際

の審査の観点についてよく理解できた」など肯定

的な意見が多かった。これからの北海道登山専門

部のマンパワーも限られている。全員の力を合わ

せて、今後も取り組んでいきたい。最後に、多大
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な事前準備や、様々な状況に応じて大会運営をし

ていただいた当番校小樽潮陵高等学校の先生方に

改めて謝辞を申し上げたい。また、今大会が大き

な問題なく終えることができたことに、携わって

いただいたすべて方に感謝申しあげます。ご協力

 ありがとうございました。

 

◎令和 6 年度全国高等学校総合体育大会登山大会

　第 68  回全国高等学校登山大会

期　日　令和 6 年 8 月 2 日（金）～ 6  日（火）

 会　場　福岡県田川郡添田町

 英彦山、岳滅鬼山

 成　績　男子　優　勝　旭川東高等学校

 女子　準優勝　旭川東高等学校

【閉会式会場で旭川東の男子と女子】 

　まず最初に、旭川東高校山岳部男子が北海道勢

として初めて優勝し、高校山岳部の日本一に輝い

た。また、女子も準優勝という快挙であった。過

去を振り返っても、特に近年はインターハイにお

いて北海道のチームはなかなか結果が出せなかっ

た。昨年度の北海道インターハイも、あと少しの

ところでミスがあり入賞を逃した。その悔しさな

どもあったと思うが、最高の結果に関係者は歓喜

 に沸いた夏となった。

　８月２日（金）、開会式が添田町のオークホー

ルで行われた。式の前に、福岡県立筑紫丘高校の

ギターアンサンブル部による歓迎のアトラクショ

ンで会場は盛り上がった。例年では開会式会場に

各都道府県の高体連旗がすべて掲揚されるが、ス

ペースの関係等で選手の紹介と同時にスライドシ

ョーで高体連旗がスクリーンに映し出される演出

で開会式が始まった。開会式後に登山隊が編成さ

れると、すぐに A 隊、B 隊ともバスに乗車し英

彦山青年の家へ向かった。昼食後、青年の家の研

修室で各テスト及び講堂で天気図作成が行われ

た。英彦山青年の家は標高約８００ｍあり、オー
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クホールに比べればだいぶ涼しいが、それでも夏

の強い日差しで幕営地のグランドは熱せられてい

た。体育館でコース隊が編成されると、青年の家

の正面で引き継ぎ式が行われ、グランドで設営審

査、炊事審査が行われた。         

　翌日からは登山行動の開始である。英彦山は修

験道の山として栄えた歴史のある山である。多く

の里道が存在しており、今大会のコースは、英彦

山を中心に周辺の道を歩くコース設定であった。

A 隊の中岳コースは一度雲母坂まで下り、そこか

ら参道を銅鳥居、奉納殿、中岳、北岳と登り高住

神社に下りるルートである。雲母坂から中岳まで

は、標高差で約８００ m ある。石段の登りは歩

幅が決まらず、さらにメインザックの全装行動は

体力を消耗させた。B 隊の南岳コースは高住神社

からケルンの谷を経由して、英彦山で最高峰の南

 岳を目指すルートである。

【チーム行動中の旭川東女子】 

　行動２日目は A 隊と B 隊のコースが入れ替わ

った。前日に熱中症などでリタイアするチームが

複数出たため、コースが若干短縮されることにな

った。ただ、行動２日目も前日の疲労と暑さなど

でリタイアするチームが出た。昨今のインターハ

イは暑さへの対応と体調管理が重要である。自分

達で作った食事、テントでの睡眠、体力や知識な

 どを含めて総合的な山の強さが求められる。

【行動開始前の旭川東男子】 
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　行動３日目は、奉幣殿を通過して汐井川を徒渉

し、岳滅鬼山を目指すコースである。深倉分岐か

 らは監督も一緒に行動するパーティ行動である。

【岳滅鬼山頂上で旭川東女子の監督と選手】 

　斫石峠まで縦走すると、今大会の登山行動も終

了である。発達した積乱雲が近づいてきたが、何

とか雨には当たらなかった。結果的に天候に恵ま

れた大会であった。閉会式は開会式と同じオーク

ホールで行われた。審査員長による緊張の成績発

表では、旭川東高校が呼ばれると、会場にはどよ

めきと歓喜が広がった。北海道のチームは今まで

なかなか結果が出せなかったが、男子、女子とも

に本当によく頑張った思う。また、この結果は旭

川東高校の選手だけではなく、北海道の山岳部の

生徒達への評価でもあると感じた。これから益々、

北海道の高校山岳部が意欲的に山行を重ね、山の

楽しさと安全登山の技術を広めていって欲しいと

思う。最後に今大会に関わった多くの関係者に感

謝申し上げて、大会の報告とします。ありがとう

 ございました。

（文責　登山専門部専門委員長　小池　圭太） 

 

◎令和６年度第３回北海道高等学校選抜登山大会 

　期　日  令和６年８月２４日(土)～２５日(日) 

　会　場　美瑛町　国立大雪青少年交流の家 

美瑛岳（望岳台コース） 

  参加校　男子13校　女子9校 

          参加人数　80名 

  成　績　男子　第１位　遠軽高等学校 

                第２位　釧路湖陵高等学校 

                第３位　旭川北高等学校 

　　　　　女子　第１位　旭川東高等学校 

                第２位　釧路湖陵高等学校 

                第３位　室蘭栄高等学校 
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◎専門部より  令和６年度の活動を報告します。 

１　第１回登山専門委員会 

　　令和６年５月７日(火) 

    北海道旭川工業高等学校(事務局校) 

　議題 

 (1)令和5年度道登山専門部決算及び加盟金決算、 

　　令和6年度予算案について 

 (2)令和6年度道高体連登山専門部専門委員確認 

 (3)全国常任委員の確認 

 (4)令和6年度支部大会の開催予定、 

　　　各支部加盟校、部員数、及び顧問の確認 

 (5)令和6年度全道大会について 

 (6)令和6年度～令和7年度全国大会について 

 (7)令和7年度以降の全道大会開催支部、 

　　　当番校についての確認 

 (8)専門部事務局担当支部について 

 (9)北海道山岳連盟・高体連主催クライミング 

　　　大会について 

(10)その他・連絡事項 

  

２　第２回登山専門委員会 

    令和６年６月２５日(火) 

ヒルトンニセコビレッジ 

  (1) ペーパーテスト問題等の確認 

  (2) 大会説明(コース状況等) 

  (3) 通信体制 

  (4) 荒天対策　等 

 

３　高等学校登山指導者研修会（夏） 

    令和６年９月２８日(土)、２９日(日) 

札幌市　定山渓自然の村 

コビキ沢（神威岳）、ラルマナイ川（金山沢） 

参加者８名 

 

４　第３回登山専門委員会 

    令和７年２月７日(金)に予定 

深川市　ネイパル深川 

 

５　高等学校登山指導者研修会（冬） 

    令和７年２月７日(金)、８日(土)に予定 

深川市　ネイパル深川 

スポーツクライミング、山岳スキー 
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◎第 64回北海道高等学校登山選手権大会兼 

 第 69回全国高等学校登山選手権大会北海道予選会 

 期 日 令和 7年 6月 24日(火)～27日(金) 

 会 場 神居尻山、暑寒別岳 

 当番校 北海道岩見沢東高等学校 

 参加校 男子：１５校６０名 

   女子：１３校５２名 

   選手合計：１１２名 

     競技役員：４８名（監督２８名を含む） 

 成 績 男子 第１位 北海道旭川東高等学校 

        第２位 北海道釧路湖陵高等学校 

        第３位 北海道札幌北高等学校 

     女子 第１位 北海道旭川東高等学校 

        第２位 北海道札幌北高等学校 

        第３位 北海道釧路湖陵高等学校 

 

  参加校数は昨年と同様に、男子が 15校、女子もそれ

に迫る 13 校が出場し選手合計 112 名が参加した。チ

ーム数は変わらないが高校数の減少により役員数は

減少、どの役割も例年より少ない人員配置となった。 

 大会初日は道民の森にて開会前に専門委員会や安

全対策会議等が行われ、安全対策や審査に関わる注意

事項等が確認された。その後、開会式と、ペーパーテ

スト、天気図審査、装備審査が行われた。開会式では

審査委員長より熱中症への注意喚起について話され

た。ペーパーテストについては、毎年、研究課題が設

定されており、今年度は「熱中症対策」が課題となっ

ていたため、各チームは事前に作成する計画書に、自

分たちで調べた熱中症対策についてをまとめていた。 

 登山 1 日目は山頂付近の熱中症指数は２１～２２、

気温２５～２６度、湿度４６％と気温が高く、天候は

良好の中での登山となった。また、全装行動で 7時コ

テージ前集合・出発であったが、整列・装備審査を行

い、登山口出発は 17 分遅れて出発した。約 40 分後、

男子 1校の生徒が動けない状態になりサポートに預け

て下山した。その 15分後に同じく男子 1校が下山。5

分後には男子 1校が下山となった。8時 53分男子 1校

の生徒が吐き気を催し、この後チームは下山した。原

因の多くは足に痛みや、吐き気などの熱中症症状であ

った。女子隊は男子隊の状況を受けて、休憩を取りつ

つ山行を継続。男子隊も女子隊も山頂到着予定 11 時

より１時間以上早い時間に到着。（女子隊は９時５２

分頃山頂到着）本部では、下山した男子４チームをス

タートの登山口からコテージに搬送し休憩させた。１

１時２０分頃、コースパーロットより無線連絡が在り

ゴールであるキャンプ場は気温２８度、熱中症指数２

３と連絡あり。山頂まで到達した男子１校は体力的に

厳しい状態でサポートと下山することとなった。男子

隊が到着したのは１２時１５分頃、到着予定の１３時

を大きく上回って到着した。女子隊は１３時１０分頃

到着。男子隊・女子隊は到着後３０分の休憩の後、設

営審査・炊事審査を実施した。男子隊は４校がリタイ

ヤ、女子隊はサブザックの女子チームを含めて全員が

最後までコースを歩ききった。 

 

【神居尻山山頂から稜線を歩く】 

 

 登山２日目は、天気は曇りで前日と比較して気温が

 

専 門 部 長 松 田 素 寛        

専門委員長 三 戸  渉         

〒050-0083 北海道室蘭市東町 3-29-5 

北海道室蘭栄高等学校 

TEL 0143-44-3128 

FAX 0143-44-3129 

 

登 山 
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低かった。この日の登山はサブザック行動で、山頂ま

ではチーム行動、山頂までは隊行動である。道民の森

の出発は予定通りであったが、男子隊（１号車・２号

車）が立ち寄る予定のトイレが工事中でトイレ休憩を

もうけずに暑寒荘に向かった。男子隊のトイレ休憩は

暑寒荘で対応した。女子隊は女子１校の生徒が吐き気

を催し、出発から約３０分の浜益海浜公園のトイレで

休憩。もう１台は予定のトイレで休憩後、予定通り暑

寒荘に到着した。吐き気を催した生徒は、前日の熱中

症のダメージかバス酔いが影響したかもしれない。出

発前から想定のない動きはあったが、登山開始は装備

審査後に予定の６時から各グループが順次出発する

ことができた。５合目の規定時間少し過ぎて最後尾の

男子チームが到達。女子隊は規定時間を過ぎたチーム

はいなかった。男子３校が５合目でリタイヤを決定。

女子１校は５合目で体調を確認し、さらに進んだが６

合目で１人の選手が動けなくなり下山した。昨日の熱

中症のダメージも疑われることから、５合目でのリタ

イヤを選択するべきだったかもしれない。また、下山

の際に先に進んでいる役員が戻って下山する予定で

連絡を取り合っていたが、後ろのサポートが追いつい

て、後ろのサポートが下山に付き添うことになった。

事前に決まっていたことが覆ることになったことは

連絡体制における課題が残った。コースパイロットが

山頂に到達した時点では山頂はガスが掛かった状態

で風は３～５ｍほど、熱中症指数は１９であった。男

子隊が山頂に到着した頃（９時３０分過ぎ）は快晴で、

見晴らしが良かったという。女子隊は１０時頃暑寒コ

ース９合目を最後尾が通過。山頂からの下山は隊行動

で、男子隊は予定の１０時３０分より１５分早く下山

開始し１０時３０分には９合目に到達していた。女子

隊は１２時時点で箸別コース８合目に到達。予定より

は１時間ほど遅れ。６月第１週目、第２週目と当番校

で下見をした際には、雪渓が多く迷う箇所が幾つもあ

ったが、地元の増毛町役場の方でコース旗を１０箇所

以上設置いただいたおかげで、迷うことはなかったと

思う。また、大会前１週間で雪渓はかなり溶け、箸別

コースの５合目から４合目の急な斜面に固く残った

雪渓の危険性について事前に会議で対応について協

議したが、消失していた。男子隊到着は予定より１時

間早い１２時３０分頃。女子隊は予定から１時間３０

分遅れで１５時に登山口に到着した。前日の熱中症や

選手の疲れを配慮してのことだと思われる。 

 

【暑寒別岳山頂で集合写真】 

 

 両日とも暑さが課題となる厳しい山行であった。大

きな事故はなかったが、熱中症対策には課題が残った。

熱中症の症状や疲れ、足の痛み、体力不足等でリタイ

ヤが相次いだ。当番校としては熱中症対策として対策

用品を揃えるなど事前準備が出来たと感じる。 

 登山前に行われた安全対策委員会において協議に

上がった熱中症対策に対して、事前に全装行動をサブ

ザック行動にすることや、ペースを抑えることが上が

っていた。また、１日目の登山を終えて、熱中症のダ

メージや足の疲れを抱えて、２日目の登山に参加する

か否かの判断を確認する高校が２校あったがいずれも

2 日目は参加し、そのうち 1 校はリタイヤしている。

熱中症については、本人では判断できない難しい症状

だと感じた。1 日目を終えて各校の顧問が生徒の状態

を把握していたが、隊長副隊長には伝わっておらず、

判断のズレが生じた。顧問と隊長副隊長で情報共有出

来る体制を考える必要がある。今大会では養護教諭や

看護師等の医療従事者を依頼しなかったが、登山の競

技性から考慮すべき事案を感じる。サポート隊に無線

機を持っている役員が不足しており、専門部では無線

機が余っていたことからサポート隊への無線機の配

置の確認が必要であった。 

 全体評価について、男子隊、女子隊ともに 5位以上

が 90 点を超えており、女子隊の 2 位と 3 位はわずか

0.6 点の差であった。講評では「行動中に手に不要な

ものを持っている。」「天気図の練習不足。」「設営審査

からは用意すべきものは持ってきているが、なぜ必要
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なのかを理解していない。」「計画書には不必要な記載

はしない。」「ゼッケンが見えるように確認する。」「重

い荷物を背負って歩く訓練や、急登を登る練習をする

こと。」が挙げられた。 

  

◎令和 7年度全国高等学校総合体育大会登山大会 

 第 68回全国高等学校登山大会 

 期 日 令和 7年８月６日(木)～10日(月) 

 会 場 広島県山県郡安芸太田町 

     恐羅漢山、十方山、深入山 

 成 績 男子 第 15位 旭川東高等学校 

     女子 第７位 旭川東高等学校 

 

 今年度も男女とも旭川東高校が北海道代表として

インターハイに出場した。昨年度は男子が優勝、女子

が準優勝だったことから、選手はプレッシャーもあっ

たかもしれないが、そのことを感じさせない姿だった。 

 大会初日は開会式、ペーパーテスト、天気図審査、

装備審査、設営審査、炊事審査が行われた。 

 ２日目からは登山行動で、この日は恐羅漢レストハ

ウス前からスタート。夏焼けのキビレ～早手のキビレ

分岐を経て、中ノ甲林道終点へ。そこから台所原平～

台所原～恐羅漢山～旧羅漢山を巡り、獅子ヶ谷登山口

～二軒小屋駐車場へというルート。広島にとって特別

な「８月６日」に競技が行われたため、午前８時１５

分には行動を一時中断し、選手・役員全員で黙祷を捧

げた。下山後には幕営地にて設営及び炊事審査が予定

されていたが、天候悪化の予報により体育館へと避難

するため、中止となった。 

 大会３日目は、前日に引き続き強風と雷雨の影響で、

登山行動は大幅に短縮を余儀なくされ、予定いていた

コースの最初の林道区間のみを歩き、地点確認の審査

が行われた。午後からは天候回復が見られ、幕営地に

戻って設営審査と炊事審査が行われた。１日目に装備

審査を行った大量の日除けテントは全て一所に圧縮

されたかのような無残な姿となっており、前日の体育

館への避難がなければ最悪の事態も考えられるほど

の被害であり、改めて自然の驚異を思い知らされた。 

 ４日目は幕営地の目前にある深入山への登山で審

査は終了し、その後選手は監督と合流し、名勝地であ

る三段峡を登り、川下りを楽しんだ。 

 大会最終日、閉会式では結果発表と表彰が行われ、

旭川東高校男子の連覇、女子のリベンジは残念ながら

果たすことができなかったが、男子 98.7点、女子 99.3

点と堂々たる戦いぶりを見せた。 

 全道大会においては、旭川東に追いつけ追い越せと

切磋琢磨を続けている。２年前の北海道インターハイ

を、何年もかけてオール北海道で準備し、運営をした

経験が、北海道の高校登山のレベルを大きく向上させ

たと感じている。次年度以降の全道大会、インターハ

イにも期待している。 

 

◎令和７年度第４回北海道高等学校選抜登山大会 

 期 日 令和７年８月 23日(土)～24日(日) 

 会 場 室蘭市 だんパラ公園 

     室蘭岳・カムイヌプリ 

 参加校 男子 13校 女子 6校 

     参加人数 76名 

 成 績 男子 第１位 北海道旭川東高等学校 

        第２位 北海道旭川工業高等学校 

        第３位 北海道室蘭栄高等学校 

     女子 第１位 北海道北広島高等学校 

        第２位 北海道旭川東高等学校 

        第３位 北海道室蘭栄高等学校 

 

 今年度より共催大会となった選抜大会は、室蘭岳

（鷲別岳）で行われた。６月の全道大会で熱中症対策

についてが課題として挙がっていたため、真夏に行わ

れる今大会はより一層の対策が求められた。 

具体策として新たに試みたのは、選手の体調管理に

ついて、体調管理シートへの記入と提出を義務づけ、

登山行動をする日の朝の出発前に監督である各校顧

問の確認を経て、大会本部へ提出することとした。ま

た、経口補水液を運営側で選手全員分を用意、配布し、

登山行動中は全員が必ず持つこととした。重量やパッ

キングのしやすさを考慮し、パウチ型のゼリータイプ

200ｇを 1 人 1 人が持つことで、チーム内に熱中症患

者が出た場合には対応できるようにした。土地柄、室

蘭では道内他地区と比べれば気温は低く、海風により

過ごしやすい気候であることは幸いであった。サポー
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ト体制としては登山ルート各所に大会役員を配置し、

選手が体調不良等の場合にはすぐに頼れる大人が近

くにいるようにしており、実際に体調不良者が出た場

合には極力当該校顧問が生徒を引率して下山するこ

とを事前に確認した。この点については今までの大会

においても配慮、確認している点ではあるが、顧問が

全員大会役員として持ち場があるために、顧問が付き

添えない場合にはサポート係の役員が付き添うこと

になっている。今大会においては熱中症ではなかった

が男子 1チームが体調不良を訴え、副隊長、サポート、

顧問で選手の状況を確認の上、顧問が付き添って下山

した。また女子 1チームは体力の限界により、短縮ル

ートによる下山を選択し、顧問とサポート役員も付き

添い下山した。 

登山行動中は天候が非常に良く、山頂からの眺望は

遠く海の向こうの青森県下北半島まで見通すことが

でき、登り慣れた室蘭の選手や顧問からも驚きの声が

漏れるほどであった。心配された熱中症を訴える選手

は出なかった。気温がさほど高くならなかったことと、

夏も終わりに近づく時期のため、暑熱順化が十分にな

されていたことが理由として考えられる。次年度の全

道大会へ向けて、各校顧問及び選手には重荷を背負っ

て暑熱順化をすることの重要性を周知していく。 

 

【朝焼けの中、室蘭岳を目指しスタート】 

 

 

 

 

 

◎登山専門部 活動報告 

１、第 1回登山専門委員会 

令和 7年 5月 7日(水)北海道室蘭栄高等学校 

議題 

(1)令和 6 年度道登山専門部決算及び加盟金決算、

令和 7年度予算案について 

(2)令和 7年度道高体連登山専門部専門委員確認 

(3)全国常任委員の確認 

(4)令和 7年度支部大会の開催予定、各支部加盟校、

部員数、及び顧問の確認 

(5)令和 7年度全道大会について 

(6)令和 7年度~令和 7年度全国大会について 

(7)令和 8 年度以降の全道大会開催支部、当番校に

ついての確認 

(8)専門部事務局担当支部について 

(9)北海道山岳連盟・高体連主催クライミング大会

について 

(10) その他・連絡事項 

 

２、第 2回登山専門委員会 

令和 7年 6月 24日(火)道民の森 

(1) ペーパーテスト問題等の確認 

(2) 大会説明(コース状況等) 

(3)通信体制 

(4)荒天対策等 

 

３、高等学校登山指導者研修会(夏) 

令和 7年 9月 27日(土)、28日(日) 

登別市 ふぉれすと鉱山 

三重の沢(白老川)、滝沢(鷲別来馬川) 

参加者 7名 

 

４、第 3回登山専門委員会 

令和 8年 2月 7日(金)に予定 

室蘭市 サンパワー380 

 

５、高等学校登山指導者研修会(冬) 

令和 8年 2月 7日(金)、8日(土)に予定 

室蘭市 サンパワー380 

スポーツクライミング、山岳スキー 
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